
■２０２２（令和４）年度 全国公私立高等学校海外修学旅行実施状況

・実施校数、参加生徒数

・出発地別実施状況

・訪問国別実施状況

・実施学年、実施月、旅行日数、旅行費用

■２０２２（令和４）年度 全国公私立高等学校海外研修（修学旅行外）実施状況

・実施校数、参加生徒数

・出発地別実施状況

・研修先国別実施状況

・研修先・研修内容別実施状況

・実施学年、実施月、旅行日数、旅行費用

～～海海外外教教育育旅旅行行のの再再開開～～
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［　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況　（私立中学校）　］



【修学旅行】 【研修旅行】

＜実施数＞ ＜実施数＞

実施数 校数 件数 人数 実施数 校数 件数 人数

公立 9 10 654 公立 126 145 3,122

私立 49 73 4,457 私立 266 451 8,636

合計 58 83 5,111 合計 392 596 11,758

＜延べ数＞ ＜延べ数＞

延べ数 校数 件数 人数 延べ数 校数 件数 人数

公立 10 10 654 公立 141 146 3,160

私立 61 74 4,485 私立 377 455 8,731

合計 71 84 5,139 合計 518 601 11,891

【修学旅行】 【研修旅行】

＜実施数＞ ＜実施数＞

実施数 校数 件数 人数 実施数 校数 件数 人数

公立 2 2 97 公立 21 21 553

私立 27 34 2,418 私立 110 147 4,043

合計 29 36 2,515 合計 131 168 4,596

＜延べ数＞ ＜延べ数＞

延べ数 校数 件数 人数 延べ数 校数 件数 人数

公立 2 2 97 公立 21 21 553

私立 34 39 2,816 私立 128 147 4,043

合計 36 41 2,913 合計 149 168 4,596

①実施数･･･ 1校が1つの修学旅行で複数国訪問した場合でも、1校としてカウントしたもの。（基本となる数字）

②延べ数･･･ 1校が1つの修学旅行で複数国訪問した場合、その訪問国ごとに（校数・件数・人数等）をカウントしたもの。

　　　　　　例：○○高校の修学旅行が、120名で「シンガポール」と「マレーシア」行きを実施した場合。

 　　　　　　　  「マレーシア：1校、1件、120名等」、「シンガポール：1校、1件、120名等」でカウント。

③件数･････ 1校が複数班（科）で、異なる方面・日程・費用等で実施した場合に、複数件としてカウントしたもの。

　　　　　　例1：△△高校の修学旅行が、A班とB班等、班毎で別々の方面で実施した場合。1校2件でカウント。

　　　　　　例2：□□高校の修学旅行が、普通科・特進科・芸術科等、科毎で別々の時期に実施した場合。1校3件でカウント。

中中　　学学　　校校

高高  等等  学学  校校

２２００２２２２((令令和和４４))年年度度　　高高等等学学校校・・中中学学校校　　調調査査のの「「実実施施数数・・延延べべ数数」」表表
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［　全国公私立高等学校の修学旅行方面別実施状況　（私立中学校）　］

１． 調査結果の概要

（１）２０２２（令和４）年度 海外修学旅行の実施状況

［　全国の動向　］

　〇 コロナ禍３年目、海外修学旅行が再開された。

　　 全国で５８校（公立９校、私立４９校）の学校が３年ぶりに海外修学旅行を実施。

　　 ５，１１１人（公立６５４人、私立４，４５７人）の生徒が海外の地を踏んだ。

　　 コロナの影響を受ける前の、２０１８（平成３０）年度と比較して、校数で６％、参加生徒

　　 数で３％程の実施ではあるが、外国で体感する「国際理解教育」の再出発の年となった。

　　 実施に際しては、様々な手続きや制約等十分な安心安全の確保が課せられると共に、訪問国

　　 の受け入れ態勢の徹底がなされた。

　　 海外修学旅行再開については保護者の理解も大きい。

　〇 旅行先（延べ数）では、１９ヶ国・地域に７１校５，１３９人が訪問。

　　 訪問国の上位は、オーストラリアの２３校１，１８２人が最も多く、アメリカ本土（１１校

　　 １，１０４人）、ハワイ（７校６３７人）と続く。

　　 コロナ前、海外修学旅行の訪問国として最も多かった台湾は、９月末に観光目的の入国が可

　　 能になったが、様々な制限（隔離義務、入境者数制限等）が撤廃となったのが年末であり、

　　 公立校を中心とする秋季実施に体制が整わず実施に至らなかったものと考えられる。

実施校数 旅行件数 参加生徒数 実施校数 旅行件数 参加生徒数 実施校数 旅行件数 参加生徒数

5588 8833 55,,111111 99 1100 665544 4499 7733 44,,445577

962 1,264 168,881 440 472 75,052 522 792 93,829

※グラフは延べ数を基に作成。

私立

[　海外修学旅行　実施状況　（公私立高等学校）　]
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［　海外修学旅行　実施状況　（公私立高等学校）　］

１． 調査結果の概要

（１）２０２２（令和４）年度 海外修学旅行の実施状況

［　全国の動向　］

　〇 コロナ禍３年目、海外修学旅行が再開された。

　　 全国で５８校（公立９校、私立４９校）の学校が３年ぶりに海外修学旅行を実施。

　　 ５，１１１人（公立６５４人、私立４，４５７人）の生徒が海外の地を踏んだ。

　　 コロナの影響を受ける前の、２０１８（平成３０）年度と比較して、校数で６％、参加生徒

　　 数で３％程の実施ではあるが、外国で体感する「国際理解教育」の再出発の年となった。

　　 実施に際しては、様々な手続きや制約等十分な安心安全の確保が課せられると共に、訪問国

　　 の受け入れ態勢の徹底がなされた。

　　 海外修学旅行再開については保護者の理解も大きい。

　〇 旅行先（延べ数）では、１９ヶ国・地域に７１校５，１３９人が訪問。

　　 訪問国の上位は、オーストラリアの２３校１，１８２人が最も多く、アメリカ本土（１１校

　　 １，１０４人）、ハワイ（７校６３７人）と続く。

　　 コロナ前、海外修学旅行の訪問国として最も多かった台湾は、９月末に観光目的の入国が可

　　 能になったが、様々な制限（隔離義務、入境者数制限等）が撤廃となったのが年末であり、

　　 公立校を中心とする秋季実施に体制が整わず実施に至らなかったものと考えられる。

実施校数 旅行件数 参加生徒数 実施校数 旅行件数 参加生徒数 実施校数 旅行件数 参加生徒数

5588 8833 55,,111111 99 1100 665544 4499 7733 44,,445577

962 1,264 168,881 440 472 75,052 522 792 93,829

※グラフは延べ数を基に作成。

私立
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［　海外修学旅行　実施状況　（公私立高等学校）　］

  ※※３３年年ぶぶりりのの上上昇昇（（海海外外修修学学旅旅行行実実施施率率：：公公立立００．．３３％％、、私私立立３３．．７７％％））

[　海外修学旅行　実施状況　（公私立高等学校）　]
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［　海外修学旅行　実施状況　（公私立高等学校）　］

② 公私立高等学校の訪問国別生徒数　上位１０ヶ国・地域

都道府県数 校数 人数 都道府県数 校数 人数

18 23 1,182 43 357 57,540
9 11 1,104 40 202 28,295

4 4 779 35 126 19,430

5 7 637 32 123 17,143

3 3 529 32 93 12,531

5 6 309 17 58 8,614

1 2 92 24 53 7,904

1 1 76 26 73 8,388

2 2 73 17 47 6,717

2 2 69 11 18 2,818

②－１ 公立高等学校の訪問国別生徒数　上位５ヶ国・地域

都道府県数 校数 人数 都道府県数 校数 人数

1 2 224 37 233 42,089
2 2 210 25 84 11,869

3 3 142 20 60 9,163

1 1 40 9 26 5,095

1 1 29 7 18 4,130

②－２ 私立高等学校の訪問国別生徒数　上位５ヶ国・地域

都道府県数 校数 人数 都道府県数 校数 人数

8 10 1,064 28 99 16,563

15 20 1,040 33 118 16,426

3 3 750 37 124 15,451

3 3 529 30 75 9,667

4 5 413 28 63 7,980

※本年度は、海外修学旅行再開一年目で実施校も少ないため、公私立別は上位５ヶ国とした。

［　都道府県別の動向　］

　　 但し、公立校では福岡県が最も多く、３校実施された。（シンガポール、ハワイ）

　　【 都道府県別実施状況 】

　公立：1都1府4県　　私立：1都1道21県（※P41～P46参照）

※グラフは延べ数を基に作成。

　　 出発地別では、やはり学校数の多い大都市圏（関東、中部、近畿）から再開し始めている。
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［　海外修学旅行　実施状況　（公立高等学校）　］

［　公私立別の状況　］

　① 公立高等学校

　　・ハワイ　　　　　　　　２校　２２４人（１０，１１月実施）

※グラフは延べ数を基に作成。

　〇 旅行先（延べ数）では、６ヶ国・地域に１０校６５４人が訪問した。

　　・カナダ　　　　　　　　１校　　２９人（１０月実施）

　　・オーストラリア　　　　３校　１４２人（１０，１１月実施）

　　・シンガポール　　　　　２校　２１０人（１，２月実施）

　　・ニューカレドニア　　　１校　　　９人（１１月実施）

　　・アメリカ本土　　　　　１校　　４０人（１１月実施）

     主に秋季（１０、１１月）で、一部１，２月に実施した学校があった。

　〇 実施校は、９校が実施し６５４人が参加した。旅行実施件数は１０件であった。実施時期は、

[　海外修学旅行　実施状況　（公立高等学校）　]
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② 私立高等学校

　〇 旅行先（延べ数）では、１８ヶ国･地域に、６１校４，４８５人の生徒が修学旅行で訪れた。

     例年、修学旅行の実施時期のピークは、秋季（１０月～１２月）であるが、訪問国の受入れ

     態勢の整備に対し確実な安心安全の担保が取れず秋季実施を断念した学校も多く、方向性が

　　 明確になった年度末に修学旅行を予定していた学校の実施により、本年度に関しては、２、３

　　 月の実施校が最も多くなった。

　〇 旅行方面別の実施校数は、オーストラリア（２０校１，０４０人）が最も多く、アメリカ本

　　土（１０校１，０６４人）、ハワイ（５校４１３人）、シンガポール（４校９９人）と続く。

※グラフは延べ数を基に作成。

　〇 実施校数は４９校、４，４５７人が参加した。旅行実施件数は７３件であった。

[　海外修学旅行　実施状況　（私立高等学校）　]
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［　海外修学旅行　実施状況　（私立高等学校）　］

② 私立高等学校

　〇 旅行先（延べ数）では、１８ヶ国･地域に、６１校４，４８５人の生徒が修学旅行で訪れた。

     例年、修学旅行の実施時期のピークは、秋季（１０月～１２月）であるが、訪問国の受入れ

     態勢の整備に対し確実な安心安全の担保が取れず秋季実施を断念した学校も多く、方向性が

　　 明確になった年度末に修学旅行を予定していた学校の実施により、本年度に関しては、２、３

　　 月の実施校が最も多くなった。

　〇 旅行方面別の実施校数は、オーストラリア（２０校１，０４０人）が最も多く、アメリカ本

　　土（１０校１，０６４人）、ハワイ（５校４１３人）、シンガポール（４校９９人）と続く。

※グラフは延べ数を基に作成。

　〇 実施校数は４９校、４，４５７人が参加した。旅行実施件数は７３件であった。

[　海外修学旅行　実施状況　（私立高等学校）　]
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［　海外修学旅行　実施状況　（公私立中学校）　］

［　公私立中学校の状況　］※参考

中学校の海外修学旅行は、私立学校を主としており、公立学校は一部府県での実施が見られる。

参考資料として掲載した。

　　 ５日間）。

　〇 私立中学校は、１５都府県で実施された。

　　 旅行方面は、オセアニア方面（１６校１，３９８人）が最も多く、全体の約５０％。アメリカ

　　 本土（５校６２９人）と、東南アジア（９校６２３人）が、それぞれ２０％強を占めた。

　　 実施時期は、高校同様、秋季予定の学校は実施を断念、年が明けてからの１月から３月実施が

　〇 ２９校２，５１５人（公立２校９７人、私立２７校２，４１８人）の実施があった。

　〇 公立中学校の実施は、福島県（ニュージーランド３月７日間）と鹿児島県（シンガポール２月

　　 最も多くなった。

[　海外修学旅行　実施状況　（公私立中学校）　]
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［　海外研修　実施状況　（公私立高等学校）　］

（２）２０２２（令和４）年度 海外研修（修学旅行外）の実施状況

［　全国の動向　］

　　４５１件）。

　〇 研修先（延べ数）では、３３ヶ国・地域に５１８校１１，８９１人（公立１４１校３，１６０

　　 人、私立３７７校８，７３１人） が参加した。

　　 コロナの影響を受けていない２０１８（平成３０）年度比で実施校数は２５．５％、参加生徒

     数で２４．８％の実施であったが、修学旅行に先駆けて多くの学校が海外での研修に踏み出し

　　 た。

　〇 研修内容は、「ホームステイ・語学研修」「学校間交流（姉妹校交流・学校訪問・授業参加）」

　　を通じて、「国際交流・国際理解」 に繋げるものが９割を占める。「学科の特性」の一例とし

　　ては、訪問国との農業教育における連携プロジェクトの立ち上げ等もあった。

　実施状況　　

実施校数 研修件数 参加生徒数 実施校数 研修件数 参加生徒数 実施校数 研修件数 参加生徒数

339922 559966 1111,,775588 112266 114455 33,,112222 226666 445511 88,,663366

1,537 2,509 47,477 837 1,140 19,761 700 1,369 27,716

※グラフは延べ数を基に作成。

[　海外研修　実施状況　（公私立高等学校）　]

　〇 実施校は、３９２校（公立１２６校、私立２６６校）が実施し、参加生徒数は１１，７５８人

　　（公立３，１２２人、私立８，６３６人）であった。件数は、５９６件(公立１４５件、私立
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［　海外研修　実施状況　（公立高等学校）　］

［　公私立別の状況　］

➀　公立高等学校

　　 主要国は、オーストラリア（４０校１，３５８人）と、アメリカ本土（２９校６６９人）、

　　 比３４．１％）で全体の過半数を占める。別枠で集計しているが、「学校間交流」は、「ホ

　　ームステイ・語学研修」「国際交流・ 国際理解」に含まれるケースが多く、現地学生との交

　　 流は、言語学習はもちろん、異文化を学び、グローバルな視野を身に付けるための、まさに

　　 「国際理解教育」にとって重要な研修である。

※グラフは延べ数を基に作成。

　　 数を占める。

　〇 実施校は、１２６校（件数は１４５件）が実施し、参加生徒数は３，１２２人であった。

　　 比４５．７％）、「国際交流・国際理解」が５０校１，０７７人（校数比３４．２％、人数

[　海外研修　実施状況　（公立高等学校）　]

　〇 研修内容は、「ホームステイ・語学研修」が５１校１，４４５人（校数比３４．９％、人数

　　 目的とした、イギリス研修が最も多い（８校１２３人）。

　〇 研修先（延べ数）では、２１ヶ国・地域に１４１校３，１６０人が参加した。

　　 研修方面ではオセアニア（４５校１，５６９人）と、北アメリカ（４４校９４９人）で過半

　　 カナダ（９校２２９人）。ヨーロッパでは、ホームステイによる学校授業参加の語学研修を
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［　海外研修　実施状況　（私立高等学校）　］

➁　私立高等学校

　〇 実施校は、２６６校（件数は４５１件）が実施し、参加生徒数は８，６３６人であった。　

　〇 研修先（延べ数）では、３０ヶ国・地域に３７７校８，７３１人が参加した。

　　 主要方面は、オセアニア（１３１校３，２６９人)、北アメリカ（１００校２，２１５人)。

  〇 研修内容は、「ホームステイ・語学研修」が２４４校５，４０７人（校数比５３．６％、人数

　　 比６１．９％）で過半数を占める。又、多くの学校で「留学・短期留学」を取り入れており、

　　 長期の海外生活経験によるグローバルな視点を持った人材の育成に繋がる機会を提供している。

　　 実施時期、実施期間は、公立、私立共に３月実施、１週間以上２週間未満の研修期間が多い。

　　 コロナ前より、海外研修先として最も多くの学校が訪れていたオセアニア（特にオーストラ

　　 リア）は、２０２１年１２月に入国規制が緩和になり、いち早く留学等が可能になったこと

　　 は、海外研修を実施している学校にとって再開に明るい兆しをもたらしたものと思われる。

※グラフは延べ数を基に作成。

[　海外研修　実施状況　（私立高等学校）　]
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